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エビ基準 改訂更新中

ASCエビ基準1.1版の改定に伴い、３月２日から２ヶ月間のパブコメを開始しました。

養殖技術のイノベーションは常に進み、既存の基準が適切に実情に対処できていないこともあり、
業界の持続可能性を常に高めるためASCはISEALガイドライに準じて定期的に全ての基準の見
直しを行っています。

今回のエビ基準の見直しには対処となるエビの種類の拡大（淡水のテナガエビなど）や餌に関す
る要件の数値のさらなる効率化を含む内容となっています。

パブコメに関する書類とリンクはこちらとなります。

https://www.asc-aqua.org/what-we-do/our-standards/new-standards-and-
reviews/op-reviews/op-review-shrimp/（英語）

コメントは日本語でお寄せいただいても問題ございません。

また、エビ基準改定に関するウェビナーを４月８日16時から１時間、また同じ内容を23時から予
定しております。詳しい内容は近く上記のリンクに掲載いたします。

https://www.asc-aqua.org/what-we-do/our-standards/new-standards-and-reviews/op-reviews/op-review-shrimp/


陸上養殖施設にて日本初のASC認証を取得

2020年３月１６日
マルハニチロ株式会社、株式会社キッツ、水産研究・教育機構、山形県農林水産部、JXTGエネ
ルギー株式会社、JX ANCI株式会社、香川高等専門学校の「産・官・学」共同で取り組む事業
が山形県遊佐町の陸上養殖施設で生産するサクラマス（Oncorhynchus masou）で、「ASC
サーモン認証」を取得しました。 陸上養殖システムとしてのASC認証は国内で初となります。

施設は輸出競争力を持つ新たな国産ブラン
ド魚の開発コンソーシアムとして2017年から
稼働し、審査は独立した第三者審査機関で
あるアミタ株式会社によって行われ、 環境と
社会に配慮した養殖施設であることが証明さ
れました。



新型コロナウィルスによる
審査要件の一時的な変更
この度の中国湖北省武漢市を中心に拡大する新型コロナウィルス感染症において被患された皆さまに心よりお見
舞い申し上げます。
ASC認証に関わる個々の健康を考慮して、対策としては、認証機関が現地審査や年次監査を6か月（9月4
日まで）延期することができるものとします。変更点は以下をご参照ください。

1. 認証機関には、影響がある地域への渡航の際には、自社ポリシーを参照し、それに基づいて審査ができ
るかどうか判断するようお願いしています。

2. 内部方針がない場合には、WHOの新型コロナウィルス推奨事項に基づいて決定を下す必要があります。
3. 審査の延期をする場合、ASCに認証番号、認証日およびオンサイト審査ができない理由の簡単な説
明を提出する必要があります。通知を受けたものに関しては、ウェブサイトに公開します。

4. 影響を受けている地域でさらに現地に監査人がいない場合、リモート審査することができます。
5. この免責は、再認証審査にも適用されます。
6. 認証取得者は、審査の間に起ったインシデントまたはコンプライアンス違反については認証機関に報告
する必要があります。

渡航に関する詳細は、WHO世界保健機関のウェブサイトをご覧ください。
https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019/travel-advice
こちらの件についてのお問合せはこちらまで certification@asc-aqua.org

https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019/travel-advice
mailto:certification@asc-aqua.org


農林水産省「消費者の部屋」

農林水産省北別館１階で、3月16日（月曜日）～3月19日（木曜日）の期間に「消費者
の部屋」にて特別展示がありました。

手軽においしく未来のために魚を食べよう～ファストフィッシュ＆水産エコラベル～

近年、日本人の水産物消費量が減少していますが、魚を食べない理
由の1つに、調理が面倒だということが挙げられます。そのため、「魚の
国のしあわせ」プロジェクトでは、手軽・気軽においしく水産物を食べら
れる商品を「ファストフィッシュ」として選定しています。また、未来のため
に、水産資源と生態系の保護に取り組んでいる漁業や養殖業からつく
られる水産物に、水産エコラベルが表示されています。本展示では、そ
れらの一部を紹介しました。



認証済および審査中の養殖場

2020年2月末現在



魚種別による認証生産量

2020年2月末現在



ASC認証データ
• ASC養殖場認証取得者数
世界：1196 （前年 848）
国内：63 （前年 60）

• ASC CoC認証取得者数
世界：2239（前年 1818）
国内：133 （前年 100）

• ASCラベル付き商品数
世界：22,600商品
国内：255商品

CoCリスト

2020年2月末現在

こちらより
ダウンロードできます

ASC商品を取り扱っている国内のCoC企業
（133社）3月1日現在
日本語のCoCリストを作成しましたので、ご
興味のある方はダウンロードしてください。

https://drive.google.com/open?id=1_BRogIEkaiojrjT9HVE_HwfdTZpswJaM


ASC（水産養殖管理協議会）ジャパン
www.asc-aqua.org/ja/

このニュースレターに関する問い合わせ先
担当︓川田 直美

Email: naomi.kawata@asc-aqua.org

※配信停止をご希望の方は、送信元へ「配信停止」とご連絡ください。

http://www.asc-aqua.org/ja/
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.org
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.corg?subject=Unsuscribe
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